
791億1,200万円市税
59.0％

220億3,728万円

国庫支出金
国からの補助金など
16.4％

78億3,387万円

県支出金 5.9％
県からの補助金など

58億2,030万円

市債 4.3％
国や金融機関などからの借入金

191億9,655万円

その他
使用料・諸収入など
14.4％

歳入

564億3,900万円

民生費
高齢者、

児童の福祉など
42.1％

170億4,900万円

衛生費
医療、保健、ごみ処理など

12.7％

169億3,100万円

総務費
文化振興や

情報化の推進など
12.6％

142億3,600万円

教育費 10.1％
学校、公民館や
図書館など

134億5,500万円

土木費 10.6％
道路、河川、公園の

整備など

75億9,300万円

公債費
借入金の返済
5.7％

82億9,700万円

その他
消防費など
6.2％

歳出

住
ん
で
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
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特集 1

一 般 会 計 ： 市の基礎的な行政サービスを行うための会計。

特 別 会 計…： 国民健康保険税などの特定の収入をもって、特定の
事業を行うための会計。

公営企業会計 ： 民間企業と同じように事業で収益をあげて運営する
会計で、本市では病院事業会計が該当します。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
総
額
は
、前
年
度
と
比
べ

２
．２
％
増
と
な
る
１
，３
４
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、道
路
や
排
水
施
設
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
、学
校
な
ど

の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
の
他
、私
立
保
育
園
運
営
費

や
障
害
者
へ
の
自
立
支
援
給
付
費
な
ど
の
市
民
生
活
に
密
着
し
た

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

新
年
度
は
、ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、住
ん
で
み
た
い
、住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
予
算
配
分
と
し
て
い
ま
す
。

　

施
政
方
針
・
教
育
行
政
運
営
方
針
に
基
づ
く
主
な
事
業
の
予
算

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。　　
　
　
　
　

  

☎
３
３
４・１
１
１
０
財
政
課

医療、保健、ごみ処理などに

36,063円
（39,727円）

高齢者や児童の福祉などに

119,383円
（119,576円）

借入金の返済に

16,061円
（19,075円）

学校、公民館、図書館などに

28,461円
（25,578円）

文化振興や情報化推進などに

35,813円
（34,348円）

消防・救急活動に

11,380円
（11,419円）

道路、河川、公園の整備などに

30,113円
（23,698円）

その他
（議会関連経費などに）

2,217円
（2,134円）

産業振興などに

3,953円
（3,888円）

●予算額を人口472,757人
　（平成26年12月末時点）で割って算出
　（　　）内は前年度金額

市民一人当たりの一般会計歳出予算額283,444円（279,443円）一 般 会 計

一 般 会 計 に お け る 歳 入・歳 出 の 内 訳

一般会計…1,340億円
（対前年度比2.2%増）

特別会計……………958億1,000万円
（対前年度比8.6%増）

公営企業会計………18億9,000万円
（対前年度比5.7%減）

全会計…………………………………2,317億円
（対前年度比4.7%増）

平成27年度当初予算



●公共下水道整備雨水事業 
…………………………43億1,873万円
　市街地における浸水被害を軽減するため、
ポンプ場の新設や雨水管の整備を進めます。

●校内塾・まなびくらぶ事業…1,000万円
　全小・中学校において、退職教員や大学生及び地域人材を活用して、
放課後や長期休業中などに補習を実施し学力の向上を図ります。 

●塩浜小中一貫校整備事業…237万円
　塩浜学園に、少人数学習等担当補助教員及び部活動等地域指導
者を配置し、きめ細やかな教育の推進、部活動の活性化を図ります。

●人にやさしい道づくり重点地区整備事業 
…………………………………1億4,568万円

　安全で快適な歩行空間を確保するため、主要駅周辺
歩道の段差解消などバリアフリー化を進めます。

●ライフカウンセラー設置事業…5,501万円
　小・中学校全校にライフカウンセラーを設置し、児童・生
徒の精神的な悩みに対して適切な指導を行います。

●北方小学校屋内運動場建替事業…5億3,554万円
　これまで校舎などの耐震改修を進めてきましたが、この事業に
より、文部科学省が示す耐震基準を全ての学校で満たします。

●雇用促進事業…2,396万円
　雇用促進を図るため、事業主に対し雇用促進奨励金・
障害者職場実習奨励金を交付します。

●商店街活性化補助事業…3,700万円
　商店会の振興を図るため、商店街路灯の設置維持管
理や商店街共同事業などに対して補助金を交付します。

●臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金給付事業…7億4,700万円
　消費税率引き上げの影響などを踏まえ、低所得者・子育て世帯へ給付金の支給を引き続き行います。

●道路照明灯LED化事業【新規】…2,400万円
　道路照明灯の省電力化を図るため、10年間のリース
方式で、約7,000基をLED照明灯に切り替えます。

●放課後保育クラブ運営事業【拡大】…10億8,351万円
　対象児童を小学校6年生まで拡大し、放課後などにお
ける児童の健全育成を図ります。

●街路樹整備事業【新規】…1,630万円
　まち並み景観向上のため、主要道路に街路
樹を整備し、緑豊かな空間をつくります。

●道の駅整備事業…2,983万円
　外環道路の供用に合わせ、地域連携
や防災機能を備えた道の駅の整備を進
めます。　　　 （金額は実施設計分など）

●保育園整備計画事業…5億2,709万円
　待機児童対策のため、私立保育園の新設などに対し
て経費の一部を補助し、定員数の拡大を図ります。

●市民会館建替事業…6億円
　ホールや会議室に加え、ギャラリーなども備えた施設として、
平成28年秋の開館に向けて工事を進めます。

（平成27・28年度 新設工事費合計15億円）

●そよかぜキッズ管理運営事業
…………………………………………894万円

　発達に支援が必要な子どもを対象にした、こども発達セ
ンターの分館として新たにそよかぜキッズを開設します。

●市川漁港整備事業…4,400万円
　安全で効率的な漁業活動ができ
るように、平成32年度までを第Ⅰ期と
して、漁港施設の整備を進めます。

（金額は実施設計分）

●地域包括支援センター運営事業【拡大】 
……………………………………1億9,851万円
　高齢者が地域の中で安心して暮らせるよう、総合相談支援など
を行う地域包括支援センターを4カ所から15カ所に増設します。

●都市計画道路3・4・18号整備事業
　………………………………………15億1,435万円

　渋滞緩和などを図るため、都市計画道路の整備を進めます。

●オリンピック・パラリンピック関連事業【新規】…190万円
　小学生がトップアスリートと直接触れ合い、将来の夢を育
むことができる機会を
つくります。

●若年者等就労支援事業…238万円
　未就職の若年者などを対象に、職場体験などを実施す
ることで就労を支援します。
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安心なまちづくり

子どもの姿

家庭・学校・地域の姿

市川の教育の姿

快適なまちづくり

活力のあるまちづくり

施 政 方 針 に 基 づく新 年 度 の 主 な 事 業

教 育 行 政 運 営 方 針 に 基 づく新 年 度 の 主 な 事 業

そ の 他 新 年 度 の 主 な 事 業


